
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】 2024.3.12

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践・「学習の
構え」の定着と主体的・対話的な学びを意識し
た「分かりやすく楽しい」授業に向けた授業力
向上

○学習の構えが定着した児童85％以上（見取り・
アンケート）
◯授業が「分かりやすい」と回答した児童85%以上

・「川上っ子の学び」を活用し，どの教師もどの学級でも「学習
の構え」の継続・徹底指導を行い、定着を図る。
・教科フリーで講師招聘による校内研究を充実させ、日々の
各教科授業に授業改善を図る。
・校内研授業においてタブレットPCの活用を積極的に取り入
れたり、ICT活用研修を複数回行ったりする。

B

・どの教員も「学習の構え」の指導を意識し継続指
導を行い、昨年度よりは向上したが、引き続き職員
全員で取り組んでいく必要がある。
・「授業がわかる」と回答した児童は94%と確実に増
加している。
・校内研究は100%の職員が意義や効果を実感して
いる。
・タブレットPC活用に自信を持てていない職員が多
い。

B

・フリー参観デーやありがとう集会などで学校
の様子を見たときに、先生方や子供達の態度
や雰囲気が昨年度より良くなっており、全てに
おいて上向きになっているように感じる。
・学力向上に課題があるとの報告であったが、
今年度から実施した「新年暗唱大会」のように
地域が協力できることは積極的に行いたい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊かな心を身に付ける教育
活動

○自分のことも他者のことも大切にできたと思う
児童85％以上

○地域の方とふれあう教育活動について肯定的
な回答をした児童85%以上

・年間８回の人権集会及び各学年の人権教室の実施により人
権意識の向上を図る。
・各学年学期１回以上グループエンカウンターやソーシャルス
キルトレーニングなどの実践を行う。
・地域の方とふれあう教育活動をを通して、社会性や豊かな
心、自尊感情の向上に繋げる。

B

・自分のことも他者のことも大切にできたという児童
は88%であるものの、自己肯定感はまだ低めであ
る。また、児童間の気になる言葉遣いやトラブル等
も一部にある。
・人権集会・人権教室は計画的に実行できている。
・地域との交流活動は児童90%が肯定的に捉えてい
る。実際にはこの数値以上に１年でかなり充実度を
増し効果もあった。

B

・人権集会や人権教室など、計画的に実施さ
れているものの、自己肯定感が低めであるこ
とは学校だけでなく、地域・家庭が認識してお
く必要がある。
・発達障害など特性のある様々な児童への対
応は、先生方もとても大変だと感じる。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの未然防
止・早期発見・早期対応のための取組、事案対処
等）について、組織的対応ができていると思う教
職員90%以上。
◯「学校が楽しい」「学級が安心できる」という児
童85％以上

・「気になる子」情報共有や毎月の「心のアンケート」結果の共
有などをもとに、組織としてのいじめの未然防止・早期発見・
早期対応を徹底する。
・いじめ対応についての研修・会議を行い、対応マニュアルの
共通理解や情報交換を行う。
・全職員で、「誰一人取り残さない学級経営・授業づくり・児童
支援」に努める。

B

・毎月の「心のアンケート」の結果からの聞き取りや
6月、10月の教育相談週間での1人1人との担任面
談、「気になる子」の情報共有など計画的・組織的
に活動できた。
・「学校が楽しい」「学級が安心できる」という児童
90％であったが、10%の児童の不安感や課題に真
摯に向き合っていく必要がある。誰一人取り残さな
い学級経営と個に応じた支援で、全員が安心できる
学校を目指す。

B

・校内ではアンケート等を生かして、いじめの
早期発見・早期対応に努めていることが、よく
分かったが、社会体育や地域の遊びの中で
の対応は教員では難しいと思う。家庭や地域
の協力も不可欠であると思う。
・問題行動や不適応などの児童に対しての指
導法の研修や家庭との連携を進めていく必要
があるようだ。関係機関と連携して、毅然とし
た態度で指導することも重要だ。

●◎児童が夢や目標を持ち、その実現に向け
て意欲的に取り組もうとするための教育活動

●◎「将来の夢や目標を持ち、「なりたい自分」に
向かって自分の課題と目標を設定することができ
た児童80％以上
◎「ふるさとのよさが分かった」「ふるさとが好き」
と肯定的に捉えることのできる児童90%以上

・キャリヤパスポート等で、定期的に自身の成長を振り返らせ
たり、目標(なりたい自分)に近づくための短期目標を設定させ
たりすると同時、それを承認し合う機会を設ける。
・地域学習や体験活動等では、明確な目標・見通しをもたせ、
単元や活動の終末には学びを振り返りを行う活動をきちんと
仕組むことで、ふるさと及び自分のよさに気付かせる。

A

・将来の夢や目標を持ち、「なりたい自分」に向かっ
て自分の課題と目標を設定することができた児童
87％であった。
・「ふるさとのよさが分かった」と肯定的に捉えること
のできる児童88%であった。素晴らしい様々な地域
連携活動やふるさと学習において、活動のさせっぱ
なしでなく教師がそのよさに気付かせるねらいとま
とめの設定が課題。

A

・コロナ禍で実施できなかった地域との学習も
できるようになり、「ふるさとのよさが分かった」
と肯定的に捉えている児童が増えていて、素
晴らしいと感じた。
・地域学習で学んだことを今後どのように繋げ
たり活かしたりしていくのかが課題である。

○児童の自己肯定感を高める教育活動 ●「先生はあなたのよいところを認めてくれている
と思う」と回答した児童85%以上

○「あおば活動・あおば交流」に肯定的な回答を
した児童80%以上

・互いのよさ、各自のよさを引き出し認め合えるような授業づく
り、学級経営に努める。（「ぽかぽかの木」「ほめほめカード」の
学校・学年・学級での活用）
・授業やノートなどで、個々の頑張りや伸びを具体的に称賛
し、自身の頑張りや成長を自覚させる。
・あおば活動（縦割り活動）や、異学年交流をする中で自他の
新たなよさに気付かせる。

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」と回答した児童91%であったが上期から伸びて
いないことは課題である。具体的な取組の継続的
取組を全員で行っていきたい。
・あおば活動はあおば交流は本校児童の実態に
マッチし大変有意義であったと感じているが､アン
ケートでは76%に留まっている。アンケート時の教師
の説明も必要なのではないか。

B

・今年度からスタートした「あおば活動」は、と
ても素晴らしい取り組みで今後も大切にして
ほしい。川上の児童のやさしさや良さが生きる
活動である。
・自分の住む地域に愛着を持たせるための取
り組みは重要であると思う。
・地域学習で学んだことを今後どのように繋げ
たり活かしたりしていくのかが課題である。

●健康・体つくり

❷「望ましい生活習慣の形成」

❹「安全に関する資質・能力の育成」

○自分からあいさつ・返事ができる児童85％以上

◯自身の危機回避・危機対応意識が向上し、そ
れを意識した実践と指導ができた教職員85%以上

・率先垂範で教職員が児童や他職員、保護者、来校者等に手
本となる挨拶をしたり、できている児童を「ほめほめカード」で
褒めたり広げたりすることで、全校的な意識の高揚を図る。
・高い危機管理意識に基づく安全点検の充実と校内のUD化
及び児童の危機回避・危機対応のための思考力・判断力を身
に付けさせるための避難訓練等の工夫を図る。

B

・自己評価による「自分からあいさつ・返事ができ
る」児童は93%であったが、相手や場面によっての
差、個人差等が大きい。地域の方に褒めていただく
ことで挨拶上手になっているので、職員や保護者も
もうひと頑張り意識と実践の向上を図りたい。
・安全点検の改善なども含め、99%の職員が自身の
危機回避・危機対応意識が向上したと回答している
が、今後もさらなる意識向上を図りたい。

B

・あいさつが今年度さらに良くなっていて、毎
朝元気をもらっている。あいさつ名人などの、
ほめほめカードはとても効果的だと感じる。
・大雨や雷、台風などの自然災害時の危機回
避・危機対応の力は今後ますます重要になっ
ていく。学校だけでなく、地域との防災訓練も
必要だと思われる。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●時間外在校時間の削減

●業務効率化の推進

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。（月平均の時間外勤務45時
間以内）
○定時退勤日達成率90%以上、年休取得年間14
日以上
○業務改善が工夫・推進できたという教職員80%
以上

・毎週定時退勤日を設定する。
・長期休業中は連続休暇が取りやすい研修計画を工夫する。
・教職員が年休取得時の支援体制を整える、年休取得しやす
い環境をつくる。
・総合的な学習・生活科・外国語活動・学校行事等と他教科と
の関連を図ったカリキュラムマネジメントを推進し、効率的な地
域学習が行えるようにする。
・教材等の共有化や校務の情報化による業務のさらなる効率
化を図ると同時に、個人の業務改善の工夫を図る。

B

・４月からの職員欠員と様々な個別対応で管理職
や指導教諭の時間外労働時間は多い１年であっ
た。その一方で、今年度も業務改善や働き方改革
のための新たな取組をいくつも実践できた。
・授業時数を確認しながら、教育課程のより良い見
直しを図り、勤務時間内の事務処理時間の増加に
努めたり、定時退勤日ボードを作成し業務に見通し
をもたせたりすることで、時間外在校等時間が減少
している。

B

・４月当初から、職員が揃っていない状況の中
で、学校内の先生方の努力と協力により、より
よい学校運営と業務改善に取り組んでいる。
・その反面、教員不足や経験の浅い教員の急
増による、現場の過重労働やストレス等が懸
念される。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○特別支援教育コーディネーターを中心とした
支援体制の充実及び専門性と意識の向上

◯教育のユニバーサルデザイン化の推進

〇特別支援に関する専門性が向上した、教育の
UD化を意識・実践できた教職員80%以上

・「気になる子、支援を要する子」を対象にした校内支援体制
を充実させ、全職員で情報を共有しすると共に、必要に応じて
積極的に保護者、外部機関と連携し、個に応じた適切な指導・
支援に繋げる。
・講師招聘による特別支援研修会を行い、教職員の専門性と
意識の向上を図る。
・UD推進リーダーを設け、教室環境のUD化・授業のUD化・人
的環境のUD化に全職員で取り組む。

A

・特別支援に関する専門性が向上したという職員が
90%である。教員のみならず全ての教職員で特別支
援教育の視点で研修や児童対応に関わっているこ
とは本校の素晴らしさである。
・今年度も１年生をはじめとし、かなり深刻な支援を
要する児童・家庭があったが、職員間の密な報連
相、市教委や専門家専門機関との積極的連携を図
り、少しでも状況を改善するために組織的に動くこと
ができている。その一方で、人員不足と職員の疲労
は深刻である。

A

・特別支援学級担任だけでなく、全職員で計
画的に研修をしていることは、とても貴重なこ
とだと感じる。
・学校の教職員だけでは大変で解決も難しい
ことも多いと思われるので、地域も含めた外部
の支援多く受け、先生方の負担が軽減できる
方策が検討できればと思う。
・子育てや発達に関する保護者向け研修等も
PTAや地域と協力して企画できれば良いと思
う。

○教育活動の縦軸と横軸を
繋ぐ連携の充実

○幼保小中の縦軸の連携の充実

○大和校区５校及び家庭・地域との横軸の連
携強化

○幼保・・・幼保との交流学習を年3回実施全職員
による保育参観と年長児についての情報交換
（夏季休業）
○小中・・・6年生と中学生との交流を年2回実施

○地域人材を活用した授業や活動について、肯
定的な回答をした保護者80%以上

・幼保・・・１・２・５年生が年長児を小学校に迎え，１回ずつ交
流を行う。全職員による川上こども園，川上保育園の保育参
観の実施。
・小中・・・①6年生の体験入学，中学生による学校説明会の実
施。②中学校校区内小中合同研修会を実施し，情報交換を行
う。

・コミュニティスクール化に向けた組織作りや活動のカリキュラ
ム化を、地域教育コーディネーターを活用して進める。
・地域人材を巻き込んだ授業や教育活動を積極的に進め、従
来の教育活動の更なる充実と効率化を図る。

A

・中学校との交流はコロナ前には戻ってないが管理
職を始め各担当同士は常時密に連携をとってい
る。
・幼保との交流活動は様々な形で充実した双方に
意義ある活動ができた。
・地域コーディネーターの配置と学校評議員の皆さ
んのバックアップにより、大変順調にコミュニティス
クール化の基盤づくりを進めることができた。
・地域人材を活用した授業や活動について、肯定的
な回答をした保護者99%以上で、学校だよりや学校・
地域行事における発信も成功したものと考える。こ
れらの活動のカリキュラム化が引き続きの課題であ
る。

A

・幼保小中の縦軸では、スタートカリキュラム
の工夫をしたり、互いの授業を見合ったりする
など、しっかりと連携しており、相互の人間関
係もよく、温かさを感じる関係づくりや交流が
できていると感じる。
・教育活動の横軸については、困ったときに積
極的に外部機関と連携したり地域に協力を仰
いだりするなど、地域に開かれた学校づくりが
なされており、教職員と地域住民との信頼関
係が定着できていると思う。来年は、コミュニ
ティスクールとなるので、これまでの関係を生
かして、よりよい交流を続けていってほしい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価

１ 前年度
  評価結果の概要

２ 学校教育目標

３ 本年度の重点目標

学校名

最終評価

佐賀市立川上小学校

４ 重点取組内容・成果指標

５ 総合評価・
  次年度への展望

・校内研究の充実により、全教科・領域において授業改善・授業力向上につながり、全ての職員が意義や効果を実感していることは大きな成果である。課題は、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善をさらに進める中で、より効果的なタブレットPCを活用する力を高め、
「分かる楽しい授業」に努め、学力向上を図ることである。
・いじめ対応や気になる児童への対応については、ICTを活用したアンケートを実施するなど実態把握に努め、全職員で共通理解を図ったり、講師を招聘した研修をしたりすることで教師の専門性を高め、子供が安心して学べる環境を整えることができた。また、SC・SSWや外部専門
機関、市教委等と密に連携を取り、ケース会議や支援会議を行っていくことで、チーム学校としてのつながりが深くなった。
・今年度から始まった縦割り活動（あおば活動）により、異学年交流をする中で自他の新たなよさに気付くことができ、自己肯定感を高めることにつながった。また、地域学習も多く取り入れ、地域教育コーディネーターを架け橋として、地域の「人・もの・こと」を学ぶことを通して、人材バ
ンクを充実させることができ、来年度からスタートするコミュニティスクールの大切な土台づくりとなった。

・校内研究の充実により、ほとんどの職員が全教科・領域において授業改善・授業⼒向上できたと感じていることは⼤きな成果である。その⼀⽅で児童の「学習の構え」の定着はまだ不⼗分である。基本的学習習慣の定着と「分かる楽しい授業」に向けた更なる
授業⼒向上、主体的・対話的で深い学びを⽀える⽀持的風⼟の学級づくりが課題であり、学⼒向上の⼟台になると思われる。
・いじめ対応や気になる児童への対応については、全教職員で共通理解を図ったり共に研修を受けたり、外部専門家や市教委等とも密に連携を取ったりしながら、組織的に対応し、学校のチーム⼒を向上させた。また教育のユニバーサルデザイン化を進めること
ができた。
・⽣徒指導を始めとする諸課題対応において、PTAや学校評議員、地域諸団体の協⼒を仰ぎ、積極的に連携を図ったことは、地域との信頼関係を深め、学校コミュニティスクール化に向けた⼟台づくりの第⼀歩となった。

   「あいさつ１番︕笑顔１番︕元気１番︕」  みんなが笑顔の楽しい学校  〜⾼きに和す 笑顔あふれる チーム川上〜

１．⽣活及び学習の基礎基本の⼒の定着と⾃尊感情の醸成
２．安心安全な教育環境の再構築
３．家庭や地域と連携強化した教育活動（R6年度コミュニティスクール化に向けた体制づくり）

学校関係者評価

学校関係者評価重点取組
具体的取組

●心の教育


